
20

本会議生中継映像をインターネット上で配信しています。
録画映像もご覧いただくことができます。ぜひご利用ください。

検索庄原市議会  中継

59

P.2

P.5

P.10

P.8

P.15

P.18

P.19

初日

　

し
ょ
う
ば
ら
市
議
会
だ
よ
り
号
外
（
発
行
：
平
成
31
年
３

月
20
日
）
２
ペ
ー
ジ
の
広
島
へ
の
原
爆
投
下
後
に
陸
軍
病
院

分
院
が
設
置
さ
れ
た
記
事
中
の「
陸
軍
病
院
分
院
」は
、「
庄
原

分
院
山
内
病
棟
」の
こ
と
で
す
。
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３
月
定
例
会
初
日
の
２
月
21
日

に
上
程
さ
れ
た
、
平
成
31
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
案
（
合
計

17
議
案
）は
、議
長
を
除
く
議
員
全

員
で
構
成
す
る
予
算
決
算
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
各
常
任
委
員

会
所
管
に
よ
る
３
つ
の
分
科
会
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
の
審
査
の
後
、３
月
13

日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
決
算
常
任

委
員
会
に
お
い
て
主
査
報
告
が
行

わ
れ
、採
決
の
結
果
、新
年
度
予
算

案
は
全
17
議
案
が
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。定
例
会
最
終

日
の
３
月
19
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員

長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
一

般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
、
公
営

企
業
会
計
予
算
は
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
は
一
般

会
計
予
算
３
０
２
億
５
４
９
６
万
４

千
円
を
含
む
全
17
会
計
、
４
６
６

億
１
９
０
７
万
８
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

当
初
予
算
案
を
可
決

３月

平
成
31
年
度

会　　計　　名 予　算　額 前年度予算対比
一般会計

企業
会計

住宅資金
歯科診療所
休日診療センター
国民健康保険
国民健康保険（直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険
介護保険サービス事業
公共下水道事業
農業集落排水事業
浄化槽整備事業
工業団地造成事業
宅地造成事業
比和財産区
水道事業
病院事業

302億5,496万円
388万円
2,243万円
1,261万円

40億5,294万円
8,551万円

6億6,410万円
62億9,760万円

5,657万円
11億6,184万円
3億6,885万円
2億7,239万円

10万円
199万円
380万円

18億6,191万円
14億9,759万円

＋1.3％
▲13.2％
▲12.6％
＋1.2％
▲6.3％
＋3.1％
＋1.0％
＋1.7％
▲4.9％
＋9.8％
▲11.4％
＋11.8％
▲99.7％
0.0％

＋40.4％
▲11.4％
＋6.6％

特　

別　

会　

計

※金額は万円未満を四捨五入しています。

民生費
78億7,452万円
（26.0％）

民生費
78億7,452万円
（26.0％）

地方交付税
130億4,106万円
（43.1％）

公債費
40億2,902万円
（13.3％）

公債費
40億2,902万円
（13.3％）

総務費
35億2,663万円
（11.7％）

総務費
35億2,663万円
（11.7％）

土木費
25億127万円
（8.3％）

土木費
25億127万円
（8.3％）

衛生費
27億8,533万円
（9.2％）

衛生費
27億8,533万円
（9.2％）

災害復旧費
29億9,537万円
（9.9％）

災害復旧費
29億9,537万円
（9.9％）

農林水産業費
23億3,815万円
（7.7％）

農林水産業費
23億3,815万円
（7.7％）

教育費
18億3,825万円
（6.1％）

教育費
18億3,825万円
（6.1％）

議会費
2億840万円
（0.7％）

議会費
2億840万円
（0.7％） 諸支出金など

4億3,720万円
（1.4％）

諸支出金など
4億3,720万円
（1.4％）

消防費
11億1,420万円（3.7％）

消防費
11億1,420万円（3.7％）

国・県支出金
60億2,037万円
（19.9％）

市債
39億5,728万円
（13.1％）

市税
37億7,102万円
（12.5％）

市税
37億7,102万円
（12.5％）

譲与税など
14億2,522万円
（4.7％）

,
諸収入など

20億4,003万円
（6.7％）

商工費
6億664万円
（2.0％）

商工費
6億664万円
（2.0％）

定 例 会

※金額は万円未満を四捨五入しています。

　
　
　

吉 

方　

 

明 

美

　
　
　

近 

藤　

 

久 

子

　
　
　

谷 

口　

 

隆 

明

　
　
　
　
　
　
　

坂 

本　

 

義 

明

　
　
　
　
　
　
　

徳 

永　

 

泰 

臣

　
　
　
　
　
　
　

五 

島　

 　

 

誠

【
所
管
】
生
活
福
祉
部
、
教
育
委

員
会
お
よ
び
西
城
市
民
病
院
の
所

管
に
属
す
る
事
項

　
　
　

林 　
　

 

高 

正

　
　
　

桂 

藤　

 

和 

夫

　
　
　

門 

脇　

 

俊 

照

　
　
　
　
　
　
　

横 

路　

 

政 

之

　
　
　
　
　
　
　

堀 

井　

 

秀 

昭

　
　
　
　
　
　
　

政 

野　

 　

 

太

　
　
　
　
　
　
　

岩 

山　

 

泰 

憲 

【
所
管
】
企
画
振
興
部
、
環
境
建

設
部
、
農
業
委
員
会
お
よ
び
水
道

局
の
所
管
に
属
す
る
事
項

※
議
長
を
除
く
議
員
全
員
で
構
成

（
決
算
に
関
す
る
事
項
を
審
査
す
る

際
は
、
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除

く
）

　
　
　

坂 

本　

 

義 

明

　
　
　

田 

部　

 

道 

男

【
所
管
】
予
算
お
よ
び
決
算
に
関
す

る
事
項

　
　
　

谷 

口　

 

隆 

明

　
　
　

赤 

木　

 

忠 

德

　
　
　

吉 

方　

 

明 

美

　
　
　
　
　
　
　

林 　
　

 

高 

正

　
　
　
　
　
　
　

坂 

本　

 

義 

明

　
　
　
　
　
　
　

宇
江
田　

豊
彦

　
　
　
　
　
　
　

宇
江
田　

豊
彦

　
　
　
　
　
　
　

坂 

本　

 
義 
明

　
　
　
　
　
　
　

福 

山　

 

権 
二

　
　
　
　
　
　
　

徳 

永　

 

泰 

臣

　
　
　
　
　
　
　

政 

野　

 　

 

太

　
　
　
　
　
　
　

五 

島　

 　

 

誠

　
　
　
　
　
　
　

田 

部　

 

道 

男

　
　
　
　
　
　
　

岩 

山　

 

泰 

憲

　
　
　
　
　
　
　

坂 

本　

 

義 

明

　
　
　
　
　
　
　

徳 

永　

 

泰 

臣

　
　
　
　
　
　
　

政 

野　

 　

 

太

　
　
　
　
　
　
　

山 

田　

 

聖 

三

　
　
　
　
　
　
　

桂 

藤　

 

和 

夫



183

　
　

本
年
度
、Ｒ
Ｐ
Ａ
試
行
導
入
事

業
が
効
果
的
･
効
率
的
な
行
財
政

運
営
の
特
徴
的
な
も
の
だ
が
、
そ

れ
以
外
の
部
分
で
は
、
ど
の
よ
う

な
検
討
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

人
事
異
動
通
知
書
や
給
与
明

細
な
ど
の
電
子
化
を
図
り
、
業
務

の
効
率
化
を
図
る
ほ
か
、
本
庁
・

支
所
の
業
務
分
担
の
見
直
し
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
プ
ラ

ン
で
掲
げ
た
補
助
費
の
目
標
額
と

当
初
予
算
の
取
り
組
み
効
果
額
に
、

か
な
り
の
差
が
出
て
き
て
い
る
原
因

は
何
か
。

　
　

バ
ス
の
運
行
に
対
す
る
補
助
金

が
主
な
も
の
で
、
赤
字
補
て
ん
的
な

要
素
を
含
む
補
助
金
で
利
用
率
に

よ
っ
て
も
収
益
が
伸
び
な
い
部
分
も

あ
る
。
こ
の
ま
ま
プ
ラ
ン
に
計
上
し

て
お
く
こ
と
が
適
切
か
否
か
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

前
年
度
と
比
較
し
指
定
管
理

料
の
増
減
額
の
要
因
で
特
徴
的
な

も
の
は
何
か
。

　
　

関
係
部
署
で
当
該
施
設
の
必

要
経
費
の
直
近
３
年
間
の
実
績
や

見
積
等
も
踏
ま
え
、
指
定
管
理
料

の
積
算
を
し
て
お
り
、
毎
年
度
、

各
指
定
管
理
者
が
消
耗
品
費
、
光

熱
水
費
な
ど
の
経
費
削
減
に
取
り

組
む
中
で
減
額
が
出
て
い
る
。
保
育

施
設
も
指
定
管
理
の
７
保
育
所
で
、

入
所
児
童
の
減
少
な
ど
に
よ
り
対

前
年
比
で
約
３
千
３
百
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

第
２
期
地
域
情
報
化
計
画
策

定
委
託
料
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　

市
内
全
域
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

の
整
備
が
本
年
度
で
終
わ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
を
見
据
え
活
用
方
法
に

つ
い
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
意
見
を

も
ら
い
、
あ
わ
せ
て
具
体
的
な
実
施

事
業
等
の
提
案
も
で
き
る
よ
う
に
専

門
の
コ
ン
サ
ル
業
者
へ
委
託
す
る
。

　
　
「
新
た
な
国
際
平
和
･
友
好

交
流
調
査
経
費
」
に
つ
い
て
、
昨

年
度
は
、
総
務
課
の
所
管
で
審
査

を
し
た
が
、
新
年
度
で
は
削
除
さ

れ
て
い
る
。
何
か
意
図
が
あ
る
の
か
。

　
　

中
国
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
保
護

研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
覚
書
に
つ
い
て
、

返
答
を
待
っ
て
い
る
状
況
が
続
い
て

お
り
、
締
結
が
厳
し
い
と
判
断
し
た
。

新
年
度
は
、
既
に
友
好
関
係
に
あ

る
綿
陽
市
と
の
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交

流
を
進
め
る
た
め
、
企
画
課
の
所

管
で
新
た
に
70
万
円
の
補
助
金
を

組
ん
で
お
り
、
総
務
課
で
は
計
上
し

て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　

　
　
「
学
校
給
食
管
理
事
業
で
は
、

委
託
料
の
抑
制
に
よ
り
6
1
0
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
給
食

の
質
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

　
　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
プ
ラ

ン
に
基
づ
く
市
全
体
の
取
り
組
み
と

し
て
の
減
額
で
あ
る
。
委
託
先
の
経

営
の
中
で
工
夫
や
改
善
を
お
願
い
し

て
お
り
、
質
の
低
下
を
招
く
も
の
で

は
な
い
。
給
食
は
栄
養
士
の
工
夫
に

よ
り
食
材
費
が
限
ら
れ
て
い
る
中

で
、
安
全
安
心
な
食
材
で
栄
養
が

整
う
メ
ニュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

市
民
タ
ク
シ
ー
運
行
補
助
事

業
に
つ
い
て
、
乗
車
の
条
件
が
、
利

用
し
づ
ら
く
、
タ
ク
シ
ー
券
を
配

付
す
る
形
は
と
れ
な
い
か
。

　
　

県
の
補
助
事
業
の
対
象
と
す

る
た
め
に
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
と
い
う

形
に
な
っ
て
い
る
。
免
許
証
を
持
っ
て

お
ら
れ
な
い
方
と
か
を
考
え
れ
ば
対

象
者
が
非
常
に
多
く
、
線
引
き
も

難
し
く
、
経
費
の
面
に
お
い
て
も
億

単
位
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

費
用
と
の
関
係
に
お
い
て
難
し
い
面

が
あ
る
の
で
研
究
中
で
あ
る
。

　
　

防
災
専
門
員
の
配
置
（
新
規
）

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
の
配
置
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

日
本
防
災
機
構
に
よ
る
防
災

士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
方
を
庄
原

市
嘱
託
員
と
し
て
危
機
管
理
課
へ
の

配
置
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
住
民

に
対
し
て
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
が
危
険
区
域
内
に
あ
る

の
か
安
全
な
場
所
な
の
か
も
含
め
、

地
元
を
歩
い
て
の
説
明
を
主
に
尽
力

し
て
も
ら
う
と
い
う
思
い
も
あ
る
。

　
　

防
災
対
策
事
業
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
（
新
規
）
は
ど
の
よ
う

な
形
式
に
な
る
の
か
。

　
　

基
本
的
に
は
冊
子
と
し
、
住

宅
地
図
の
中
に
土
砂
災
害
警
戒
区

域
と
か
洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
記

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
家
の

危
険
度
を
分
か
り
易
く
表
記
し
て
い

く
も
の
と
し
、
全
地
域
に
計
画
的
に

進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　

　
　

定
住
促
進
に
つ
な
が
る
住
宅

整
備
ニ
ー
ズ
調
査
は
ど
の
地
域
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　

庄
原
、
東
城
地
域
以
外
を
調

査
対
象
と
想
定
し
て
い
る
。
今
年
度

前
半
で
集
計
し
、
整
備
手
法
等
も

同
時
に
検
討
す
る
。

　
　

自
治
振
興
会
館
の
地
元
移
管

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

該
当
す
る
支
所
に
お
い
て
、
自

治
会
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
指
定

管
理
期
間
が
満
了
を
迎
え
る
来
年

度
ま
で
に
は
結
論
が
出
せ
る
よ
う
に

取
り
組
む
。

　
　

新
た
な
街
道
づ
く
り
推
進
事

業
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
で
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

尾
道
か
ら
世
羅
町
、
神
石
高

原
町
を
通
っ
て
東
城
ま
で
を
街
道
と

し
て
結
び
、
広
域
的
な
連
携
が
図

れ
な
い
か
協
議
を
進
め
、
最
終
的
に

は
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
と
結
べ
る
よ

う
な
形
に
し
た
い
。
今
年
２
月
に
は
、

各
首
長
に
対
し
て
趣
旨
を
説
明
し

合
意
を
得
て
い
る
。

　
　

森
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
仕

事
内
容
は
ど
う
いっ
た
も
の
か
。

　
　

優
良
な
材
木
を
育
て
高
価
で

取
引
す
る
仕
組
み
づ
く
り
や
災
害

に
強
い
森
づ
く
り
等
、
専
門
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、
山
元
へ
の
利
益

循
環
に
つ
な
が
る
森
づ
く
り
や
森
林

保
全
を
担
っ
て
も
ら
う
。

　

こ
の
度
、
副
議
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
議

長
を
補
佐
し
、
議
会
の
権
能
が
十

分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
任
務
を
果
た

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

執
行
者
と
議
会
は
、
二
元
代
表

制
の
も
と
で
車
の
両
輪
で
す
。
住
民

福
祉
の
増
進
と
い
う
自
治
体
の
責
務

を
果
た
す
た
め
、
執
行
者
と
議
会
が

常
に
良
い
緊
張
関
係
を
も
ち
市
政

運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
議
長
を

補
佐
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
様
な
市
の
課
題
の
解
決
の
た

め
、
執
行
者
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
長
の
提
案
に
つ

い
て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
や
議

会
基
本
条
例
の
精
神
に
基
づ
き
慎
重

に
議
論
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
託

に
応
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
会
に

与
え
ら
れ
た
権
限
と
権
能
を
最
大

限
に
生
か
す
こ
と
が
、
最
大
の
議
会

改
革
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
考
え
を

生
か
す
、
民
主
的
で
公
平
な
議
会

運
営
と
な
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
務

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
期
、
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
０

５
年
に
庄
原
市
政
が
施
行
さ
れ
、

早
く
も
14
年
が
経
過
を
い
た
し
ま
し

た
。
合
併
前
か
ら
の
大
き
な
課
題
で

あ
っ
た
人
口
減
少
に
と
も
な
う
地
域

経
済
の
後
退
は
歯
止
め
が
利
か
ず
、

新
た
な
課
題
を
引
き
起
こ
し
て
お

り
、
市
民
生
活
へ
も
大
き
な
影
を

落
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
最

大
の
合
理
化
と
も
い
え
る
広
域
合
併

を
行
い
、
団
体
自
治
機
能
維
持
を

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
日
に
至
り
、

さ
ら
な
る
課
題
の
深
化
す
る
な
か
、

今
ま
で
当
た
り
ま
え
と
し
て
計
上
し

て
き
た
施
策
の
見
直
し
等
も
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
予
測
を
さ
れ

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
実
態
を
ふ
ま
え
た
判
断
を

こ
れ
か
ら
多
く
議
会
で
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
本
市
に
お
け
る
議
決
機

関
の
責
務
を
全
う
す
べ
く
、
議
員
一

人
ひ
と
り
の
価
値
観
を
十
分
に
発

揮
し
、
言
論
の
府
と
し
て
さ
ら
な
る

成
長
を
め
ざ
し
て
頑
張
る
決
意
を

申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

宇
江
田　

豊
彦

　
　
　
　
　
　
　

谷 
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忠 

德
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光 

義
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信
吉
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男

　
　
　
　
　
　
　

山 

田　

 

聖 

三

【
所
管
】
総
務
部
、
会
計
課
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
事

務
局
、
公
平
委
員
会
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
お
よ
び
議
会

事
務
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項
な

ら
び
に
他
の
常
任
委
員
会
に
属
さ

な
い
事
項
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２
月
21
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

平
成
31
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
公
営
企
業
会
計
予
算
案
が
上

程
さ
れ
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
。

　

同
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
効

率
的
な
審
査
を
行
う
た
め
設
置
し

た
３
つ
の
分
科
会
で
審
査
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
各
分
科
会
は
３
日

間
審
査
を
行
い
、
３
月
13
日
の
委

員
会
で
分
科
会
主
査
報
告
、質
疑
、

採
決
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

総
務
分
科
会
で
は
、「
持
続
可

能
な
財
政
運
営
プ
ラ
ン
」、「
指
定

管
理
者
制
度
の
積
算
」、「
第
２
期

地
域
情
報
化
計
画
策
定
」、「
効

果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営（
Ｒ

Ｐ
Ａ
試
行
導
入
事
業
）」
の
４
項
目

を
重
点
的
に
審
査
さ
れ
た
。
ま
と

め
と
し
て
、（
１
）
一
定
の
整
備
が
完

了
し
た
「
超
高
速
情
報
通
信
網
」

に
つ
い
て
、
よ
り
広
く
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
全
庁
的
に
積
極
的
な
検

討
を
進
め
、
具
体
化
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
、（
２
）「
庄
原
市
に
お
け

る
公
契
約
の
基
本
を
定
め
る
条

例
」
の
新
年
度
か
ら
の
施
行
に
あ

た
り
、
条
例
の
精
神
を
遵
守
し
た

取
り
組
み
を
期
待
す
る
こ
と
、（
３
）

「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
、
議
会

と
し
て
も
十
分
学
習
し
て
注
視
し
て

い
き
た
い
が
、
市
の
業
務
量
の
増
加

と
実
質
職
員
数
の
減
少
の
中
で
、

働
き
方
改
革
が
机
上
の
空
論
に
な

ら
な
い
よ
う
求
め
る
こ
と
、
以
上
の

３
点
を
特
に
指
摘
さ
れ
た
。

　

教
育
民
生
分
科
会
で
は
、
重
点

審
査
項
目
と
し
て
、「
市
民
タ
ク
シ
ー

事
業
費
補
助
金
」、「
地
域
防
災

体
制
の
強
化
」、「
西
城
保
育
所
改

築
事
業
」、「
図
書
館
の
管
理
運
営
・

整
備
」
の
４
項
目
を
審
査
さ
れ
た
。

市
民
生
活
の
福
祉
の
増
進
と
い
う

地
方
自
治
の
充
実
に
と
り
わ
け
密

接
な
領
域
で
も
あ
り
、
予
算
案
に

は
、
執
行
者
の
決
意
も
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
本
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
を
制
定
し
て
い
る
が
、
少

子
高
齢
化
社
会
で
の
現
実
の
中
で
、

ま
ち
づ
く
り
に
苦
闘
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
で
、
豊
か
な
人
生
を
送
る

た
め
に
は
、
自
立
し
た
健
康
づ
く

り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

他
人
ご
と
と
し
て
で
は
な
く
、
市

民
一
人
一
人
の
自
覚
が
非
常
に
大
切

な
時
代
と
な
っ
て
い
る
認
識
が
必
要

で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

企
画
建
設
分
科
会
で
は
、
重
点

審
査
項
目
と
し
て
、「
自
治
振
興

区
の
運
営
支
援
事
業
」、「
森
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置
」、「
庄
原

版
D
M
O
設
立
支
援
事
業
」、「
国

営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
エ
リ
ア

社
会
実
験
事
業
」、「
新
た
な
街
道

づ
く
り
推
進
事
業
」、「
定
住
促
進

事
業
（
住
宅
整
備
ニ
ー
ズ
調
査
な

ど
）」
の
６
項
目
を
審
査
さ
れ
た
。

ま
と
め
と
し
て
、
以
下
の
２
点
を
強

調
さ
れ
た
。
新
年
度
最
優
先
の
災

害
復
旧
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
、
安
心
・
安
全
な
市
民
生
活
を

取
り
戻
す
こ
と
を
最
優
先
に
行
う

た
め
、
変
動
す
る
実
態
を
的
確
に

と
ら
え
、
市
民
と
の
対
話
を
も
っ
て

事
業
を
進
め
ら
れ
た
い
。
官
民
連

携
の
オ
ー
ル
庄
原
の
人
口
減
少
対

策
は
、
本
庁
・
支
所
、
各
課
の
連

携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
全
て
の
職

員
が
取
り
組
む
覚
悟
の
醸
成
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　

以
上
の
主
査
報
告
に
対
す
る
質

疑
は
、
防
災
行
政
無
線
の
終
了
時

期
の
確
認
と
防
災
無
線
の
屋
外
子

局
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
問
う
一

件
の
み
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

議
案
第
42
号
平
成
31
年
度
庄

原
市
一
般
会
計
予
算
か
ら
議
案
第

58
号
平
成
31
年
度
庄
原
市
比
和

財
産
区
特
別
会
計
予
算
ま
で
、
17

議
案
が
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　

新
年
度
の
予
算
編
成
は
、
普
通

交
付
税
の
大
幅
減
な
ど一
般
財
源
の

大
幅
減
と
い
う
厳
し
い
財
政
環
境

の
中
で
、
昨
年
７
月
豪
雨
災
害
復

旧
を
最
優
先
に
し
た
こ
と
に
大
き

な
特
徴
が
あ
る
。
普
通
交
付
税
の

引
き
続
く
減
少
、
平
成
30
年
度
災

害
復
旧
事
業
に
よ
る
財
政
調
整
基

金
の
大
幅
な
取
り
崩
し
な
ど
に
よ

り
、
財
政
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
件
費
や
補
助

費
等
の
準
義
務
的
経
費
の
大
幅
な

削
減
な
ど
財
政
構
造
の
見
直
し
は
、

い
よ
い
よ
避
け
て
通
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
の
際
、
各
予
算
審
査
分
科
会
で

の
意
見
も
よ
く
考
慮
さ
れ
、
市
長

が
施
政
方
針
で
表
明
さ
れ
た
「
総

合
的
な
施
策
を
展
開
し
住
民
福
祉

の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
暮

ら
し
の
安
全
の
確
保
と
不
安
の
解

消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
の
姿

勢
を
貫
い
て
、
こ
の
困
難
な
課
題

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

所 管 事 務 調 査 報 告

委

員
長

報

告
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議
案
第
８
号

庄
原
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

庄
原
市
の
森
づ
く
り
及
び
森
林

経
営
管
理
制
度
の
円
滑
な
推
進
を

目
的
と
し
、
新
た
に
設
置
す
る
庄

原
市
森
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
報

酬
額
を
定
め
る
た
め
所
要
の
改
正

を
行
お
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

企
画
建
設
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

予
算
で
は
月
４
日
程
度
の
活
動

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
程
度
で
こ

な
せ
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
、

年
間
を
通
じ
て
業
務
が
集
中
す
る

時
期
と
そ
う
で
は
な
い
時
期
も
あ

る
と
想
定
し
て
い
る
。
週
に
何
回
と

か
で
固
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

業
務
が
間
に
合
わ
な
い
様
な
事
が

発
生
し
た
場
合
は
、
補
正
予
算
等

で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
答

弁
が
あ
っ
た
。

▽
原
案
可
決

議
案
第
11
号

庄
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
伴

い
、
広
島
県
へ
納
付
す
る
国
保
事

業
費
納
付
金
に
必
要
な
税
収
を
確

保
す
る
た
め
保
険
税
率
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

庄
原
市
独
自
で
の
緩
和
措
置
に

つ
い
て
は
、
現
行
で
は
、
低
所
得
者

に
対
す
る
７
割
、
５
割
、
２
割
の

軽
減
措
置
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中

で
は
子
ど
も
の
有
無
等
に
つ
い
て
は

考
慮
さ
れ
な
い
事
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
６
年
後
の
ゴ
ー
ル
に
向
け
て

の
調
整
が
前
提
で
あ
り
、
現
行
の

制
度
に
お
い
て
は
考
え
に
く
い
。

　

資
産
割
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
も

と
も
と
国
保
制
度
が
始
ま
っ
た
際

に
、
農
村
部
も
含
め
た
所
得
の
低

い
所
で
も
一
定
の
税
収
が
確
保
出
来

る
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
に
、
収

入
の
み
で
は
な
く
資
産
に
つ
い
て
も

課
税
の
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

昨
今
は一
見
二
重
課
税
の
よ
う
な
考

え
方
の
指
摘
や
、
所
得
は
０
で
あ
っ

て
も
年
間
高
額
な
国
保
税
額
が
掛

か
る
実
態
も
あ
り
、
負
担
軽
減
と

い
う
観
点
か
ら
も
資
産
割
の
廃
止

と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
庄
原
市
外

に
土
地
や
家
屋
を
持
っ
て
お
ら
れ
る

方
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
事
の
不

公
平
解
消
の
意
味
も
あ
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

▽
原
案
可
決

議
案
第
12
号

庄
原
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条

例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

庄
原
市
立
西
城
保
育
所
の
移
転

改
築
に
伴
い
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
お
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

指
定
管
理
に
よ
り
保
育
士
が
増

員
さ
れ
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
、
保
育

の
質
の
低
下
に
繋
が
る
の
で
は
と
の

質
問
で
は
、
指
定
管
理
者
制
度
に

お
け
る
人
件
費
の
算
定
は
、
民
間

の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
適
正
な
単

価
と
い
う
判
断
の
も
と
に
行
っ
て
い

る
。
保
育
の
質
が
下
が
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
し
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

▽
原
案
可
決

議
案
第
19
号

庄
原
市
奨
学
金
支
給
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

　

国
や
県
の
新
し
い
給
付
制
度
の

も
と
、
対
象
で
あ
る
高
校
生
に
対

す
る
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
奨
学
金
支
給
の
原

資
と
し
て
い
た
庄
原
市
奨
学
金
基

金
の
残
額
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
庄
原
市
奨
学
金
支
給
制
度
を

廃
止
し
、
条
例
の
廃
止
を
行
お
う

と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

条
例
を
廃
止
し
て
も
、
現
在
こ

の
制
度
を
活
用
し
て
奨
学
金
を
受

給
し
て
い
る
場
合
に
は
、
制
度
が
規

定
す
る
残
存
期
間
終
了
ま
で
は
奨

学
金
受
給
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を

附
則
で
規
定
し
、
さ
ら
に
、
庄
原

市
奨
学
金
基
金
条
例
も
こ
れ
を
継

続
す
る
た
め
の
行
政
事
情
が
消
滅

し
た
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を
廃
止
す
る

こ
と
、
奨
学
金
支
給
制
度
で
利
用

し
て
い
た
庄
原
市
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

つ
い
て
も
同
様
の
事
情
に
よ
り
、「
庄

原
市
個
人
番
号
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
」
の
中

か
ら
、
関
係
部
分
の
削
除
も
同
時

に
実
施
す
る
と
説
明
を
受
け
た
。

▽
原
案
可
決

議
案
第
20
号

庄
原
市
高
等
学
校
存
続
対
策
奨

学
金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

庄
原
市
奨
学
金
制
度
の
見
直
し

を
行
う
中
で
、
７
年
間
利
用
実
績

が
な
い
庄
原
市
高
等
学
校
存
続
対

策
奨
学
金
貸
付
制
度
を
廃
止
し
、

制
度
が
よ
り
充
実
し
て
い
る
庄
原

市
奨
学
金
貸
付
制
度
に
一
本
化
す

る
た
め
、
条
例
を
廃
止
し
よ
う
と

す
る
も
の

㎢
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【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

本
件
条
例
に
よ
る
貸
付
の
受
給

資
格
者
に
対
す
る
説
明
の
な
か
で

も
、「
庄
原
市
奨
学
金
貸
付
制
度
」

の
利
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
高
等
学
校
の
存
続
目
的
の
奨

学
金
貸
付
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て
は

理
解
を
得
て
い
る
。
経
過
措
置
に

つ
い
て
は
、
議
案
第
19
号
の
場
合
と

同
様
に
、
現
在
、
貸
付
の
決
定
を

受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
本
件

条
例
を
廃
止
し
た
後
も
そ
の
効
力

は
継
続
す
る
も
の
と
附
則
で
明
記

さ
れ
て
い
る
と
説
明
を
受
け
た
。

▽
原
案
可
決

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
25
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
常
定
集
会
所

【
指
定
団
体
】

　

常
定
自
治
会

議
案
第
26
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
大
月
集
会
所

【
指
定
団
体
】

　

大
月
自
治
会

議
案
第
27
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
竹
地
本
谷
集
会
所

【
指
定
団
体
】

　

本
谷
自
治
会

議
案
第
28
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
上
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

上
谷
自
治
会

議
案
第
29
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
高
野
湯
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

湯
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理

組
合

議
案
第
30
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
高
野
和
南
原
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

和
南
原
自
治
会

議
案
第
31
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
田
総

【
指
定
団
体
】

　

株
式
会
社
里
山
総
領

議
案
第
32
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
金
田
集
会
所

【
指
定
団
体
】

　

金
田
自
治
会

議
案
第
33
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
宮
内
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

【
指
定
団
体
】

　

宮
内
自
治
会

議
案
第
34
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
湯
木
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

【
指
定
団
体
】

　

湯
木
釜
峰
自
治
会

議
案
第
35
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
高
野
水
稲
育
苗
施
設

【
指
定
団
体
】

　

高
野
町
水
稲
育
苗
組
合

議
案
第
36
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
里
山
総
領
特
産
品
加
工

施
設

【
指
定
団
体
】

　

株
式
会
社
里
山
総
領

議
案
第
37
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
総
領
交
流
拠
点
施
設

（
リ
ス
ト
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

庄
原
市
総
領
ア
ー
ス
ワ
ー
ク
河
川

公
園

【
指
定
団
体
】

　

株
式
会
社
里
山
総
領

議
案
第
38
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
田
総
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

【
指
定
団
体
】

　

株
式
会
社
里
山
総
領

　
議
案
第
１
号

庄
原
市
副
市
長
の
選
任
に
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

総
領
町　
　

矢
吹　

有
司　

氏
▽
同
意

議
案
第
2
号

庄
原
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

比
和
町　
　

津
秋　

法
宣　

氏
▽
同
意

議
案
第
3
号

庄
原
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

西
城
町　
　

神
本　

久
美　

氏

▽
同
意

議
案
第
4
〜
7
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

高
野
町　
　

山
野　

和
信　

氏

総
領
町　
　

秋
山　

和
子　

氏

西
城
町　
　

今
田　

容
子　

氏

口
和
町　
　

田
邉　

宣
彦　

氏
▽
同
意

　

次
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
国

会
や
関
係
省
庁
に
提
出
し
、
そ
の

実
現
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

発
議
第
１
号

消
費
税
率
10
％
へ
の
増
税
に
反
対

す
る
意
見
書

　

国
会
及
び
政
府
に
お
い
て
は
、

地
域
の
実
体
経
済
が
冷
え
込
ん
で

い
る
こ
と
や
相
次
ぐ
災
害
な
ど
に
よ

り
国
民
生
活
は
疲
弊
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
消
費
税
率
10
％
へ
の
増
税

を
行
わ
な
い
よ
う
強
く
要
望
す
る

も
の

１
．
消
費
税
率
10
％
へ
の
増
税
を

行
わ
な
い
こ
と
。

▽
原
案
可
決

所 管 事 務 調 査 報 告
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会　計　名

事業名　補正額 補　正　内　容

補正額 補正後の総額
議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

庄原市住宅資金特別会計補正予算（第１号）
庄原市歯科診療所特別会計補正予算（第１号）
庄原市休日診療センター特別会計補正予算（第１号）
庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）
庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
庄原市介護保険特別会計補正予算（第４号）
庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第２号）
庄原市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）
庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号）
庄原市工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）
庄原市宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）
庄原市水道事業会計補正予算（第３号）

庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）

プレミアム付商品券事業
【334万6千円追加】

保育所施設整備事業
【2,092万7千円減額】

138万6千円追加
250万円追加
13万2千円追加

9,557万9千円減額
893万8千円減額
198万4千円減額

1億3,210万9千円追加
1,367万7千円減額
4,733万円減額
409万円減額

3,177万8千円減額
10万8千円追加
185万6千円減額

240万4千円追加
5,717万円減額

1,161万6千円減額
8,711万2千円減額

60万2千円追加
16万4千円減額
27万8千円減額

585万9千円
2,816万4千円
1,260万１千円

43億1,286万6千円
7,409万3千円

6億7,532万5千円
63億7,200万8千円

4,638万8千円
10億5,682万4千円
4億1,760万7千円
2億1,039万8千円
3,507万2千円
13万4千円

12億55万7千円
11億1,363万円
2億7,755万9千円
8億4,392万1千円

13億4,190万円
3,773万3千円
6,313万5千円

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

収益的収入
資本的収入
資本的支出

補正額 補正後の総額

補正額 補正後の総額

消費税10％への引き上げによる低所得者及び３歳未満の子のいる子育て世帯の消費に与
える影響の緩和と、地域における消費喚起下支えを目的として販売を行うプレミアム付商品
券事業準備に係る事務経費やシステム改修委託料など

国際友好都市交流事業
【74万3千円減額】

中国四川省綿陽市との協力協定に基づく公式訪問団、青少年交流に係る歓迎会、通訳、
随行など経費の精算

西城保育所整備の事業執行に係る精算

非常備消防事業
【2,141万6千円追加】 退職者増による消防団員退職報償金や出動手当など

小学校事務局教育振興事業
【581万円減額】

小学校の臨時職員の中途退職などによる賃金等の精算

傍
聴
者

  

ア
ン
ケ
ー
ト

以前に庄原市議会の会議をご覧になったことが
ありますか？

1回・・・・・・・・・・・・・２人　2～5回・・・・・・・・・11人
6～10回・・・・・・・・20人　11回以上・・・・・・・12人

何でご覧になりましたか？

議場での傍聴・・・・・・・・・・・・・44人
イントラネットの中継・・・・・・・11人
インターネットの録画配信・・・・7人

庄原市議会のホームページからアクセスして
「会議録検索システム」
（過去の本会議録を検索できるシステム）を
利用できることをご存知ですか？

利用したことがある・・・・・・・19人
利用したことがない・・・・・・・21人
知らない・・・・・・・・・・・・・・・・・・５人

感
想
か
ら
…

傍 聴 の ご 案 内

平成30年度 一般会計・
特別会計等補正予算

3 原案
可決

H29年7月からH30年11月までを集計



813



129

〕



1011



1011



129

〕



813
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会　計　名

事業名　補正額 補　正　内　容

補正額 補正後の総額
議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

庄原市住宅資金特別会計補正予算（第１号）
庄原市歯科診療所特別会計補正予算（第１号）
庄原市休日診療センター特別会計補正予算（第１号）
庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）
庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
庄原市介護保険特別会計補正予算（第４号）
庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第２号）
庄原市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）
庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号）
庄原市工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）
庄原市宅地造成事業特別会計補正予算（第１号）
庄原市水道事業会計補正予算（第３号）

庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）

プレミアム付商品券事業
【334万6千円追加】

保育所施設整備事業
【2,092万7千円減額】

138万6千円追加
250万円追加
13万2千円追加

9,557万9千円減額
893万8千円減額
198万4千円減額

1億3,210万9千円追加
1,367万7千円減額
4,733万円減額
409万円減額

3,177万8千円減額
10万8千円追加
185万6千円減額

240万4千円追加
5,717万円減額

1,161万6千円減額
8,711万2千円減額

60万2千円追加
16万4千円減額
27万8千円減額

585万9千円
2,816万4千円
1,260万１千円

43億1,286万6千円
7,409万3千円

6億7,532万5千円
63億7,200万8千円

4,638万8千円
10億5,682万4千円
4億1,760万7千円
2億1,039万8千円
3,507万2千円
13万4千円

12億55万7千円
11億1,363万円
2億7,755万9千円
8億4,392万1千円

13億4,190万円
3,773万3千円
6,313万5千円

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

収益的収入
資本的収入
資本的支出

補正額 補正後の総額

補正額 補正後の総額

消費税10％への引き上げによる低所得者及び３歳未満の子のいる子育て世帯の消費に与
える影響の緩和と、地域における消費喚起下支えを目的として販売を行うプレミアム付商品
券事業準備に係る事務経費やシステム改修委託料など

国際友好都市交流事業
【74万3千円減額】

中国四川省綿陽市との協力協定に基づく公式訪問団、青少年交流に係る歓迎会、通訳、
随行など経費の精算

西城保育所整備の事業執行に係る精算

非常備消防事業
【2,141万6千円追加】 退職者増による消防団員退職報償金や出動手当など

小学校事務局教育振興事業
【581万円減額】

小学校の臨時職員の中途退職などによる賃金等の精算

傍
聴
者

  
ア
ン
ケ
ー
ト

以前に庄原市議会の会議をご覧になったことが
ありますか？

1回・・・・・・・・・・・・・２人　2～5回・・・・・・・・・11人
6～10回・・・・・・・・20人　11回以上・・・・・・・12人

何でご覧になりましたか？

議場での傍聴・・・・・・・・・・・・・44人
イントラネットの中継・・・・・・・11人
インターネットの録画配信・・・・7人

庄原市議会のホームページからアクセスして
「会議録検索システム」
（過去の本会議録を検索できるシステム）を
利用できることをご存知ですか？

利用したことがある・・・・・・・19人
利用したことがない・・・・・・・21人
知らない・・・・・・・・・・・・・・・・・・５人

感
想
か
ら
…

傍 聴 の ご 案 内

平成30年度 一般会計・
特別会計等補正予算

3 原案
可決

H29年7月からH30年11月までを集計
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【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

本
件
条
例
に
よ
る
貸
付
の
受
給

資
格
者
に
対
す
る
説
明
の
な
か
で

も
、「
庄
原
市
奨
学
金
貸
付
制
度
」

の
利
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
高
等
学
校
の
存
続
目
的
の
奨

学
金
貸
付
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て
は

理
解
を
得
て
い
る
。
経
過
措
置
に

つ
い
て
は
、
議
案
第
19
号
の
場
合
と

同
様
に
、
現
在
、
貸
付
の
決
定
を

受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
本
件

条
例
を
廃
止
し
た
後
も
そ
の
効
力

は
継
続
す
る
も
の
と
附
則
で
明
記

さ
れ
て
い
る
と
説
明
を
受
け
た
。

▽
原
案
可
決

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
25
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
常
定
集
会
所

【
指
定
団
体
】

　

常
定
自
治
会

議
案
第
26
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
大
月
集
会
所

【
指
定
団
体
】

　

大
月
自
治
会

議
案
第
27
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
竹
地
本
谷
集
会
所

【
指
定
団
体
】

　

本
谷
自
治
会

議
案
第
28
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
上
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

上
谷
自
治
会

議
案
第
29
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
高
野
湯
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

湯
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理

組
合

議
案
第
30
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
高
野
和
南
原
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
指
定
団
体
】

　

和
南
原
自
治
会

議
案
第
31
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
田
総

【
指
定
団
体
】

　

株
式
会
社
里
山
総
領

議
案
第
32
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
金
田
集
会
所

【
指
定
団
体
】

　

金
田
自
治
会

議
案
第
33
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
宮
内
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

【
指
定
団
体
】

　

宮
内
自
治
会

議
案
第
34
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
湯
木
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

【
指
定
団
体
】

　

湯
木
釜
峰
自
治
会

議
案
第
35
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
高
野
水
稲
育
苗
施
設

【
指
定
団
体
】

　

高
野
町
水
稲
育
苗
組
合

議
案
第
36
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
里
山
総
領
特
産
品
加
工

施
設

【
指
定
団
体
】

　

株
式
会
社
里
山
総
領

議
案
第
37
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
総
領
交
流
拠
点
施
設

（
リ
ス
ト
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

庄
原
市
総
領
ア
ー
ス
ワ
ー
ク
河
川

公
園

【
指
定
団
体
】

　

株
式
会
社
里
山
総
領

議
案
第
38
号

【
施
設
の
名
称
】

　

庄
原
市
田
総
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

【
指
定
団
体
】

　

株
式
会
社
里
山
総
領

　
議
案
第
１
号

庄
原
市
副
市
長
の
選
任
に
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

総
領
町　
　

矢
吹　

有
司　

氏
▽
同
意

議
案
第
2
号

庄
原
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

比
和
町　
　

津
秋　

法
宣　

氏
▽
同
意

議
案
第
3
号

庄
原
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

西
城
町　
　

神
本　

久
美　

氏

▽
同
意

議
案
第
4
〜
7
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

高
野
町　
　

山
野　

和
信　

氏

総
領
町　
　

秋
山　

和
子　

氏

西
城
町　
　

今
田　

容
子　

氏

口
和
町　
　

田
邉　

宣
彦　

氏
▽
同
意

　

次
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
国

会
や
関
係
省
庁
に
提
出
し
、
そ
の

実
現
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

発
議
第
１
号

消
費
税
率
10
％
へ
の
増
税
に
反
対

す
る
意
見
書

　

国
会
及
び
政
府
に
お
い
て
は
、

地
域
の
実
体
経
済
が
冷
え
込
ん
で

い
る
こ
と
や
相
次
ぐ
災
害
な
ど
に
よ

り
国
民
生
活
は
疲
弊
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
消
費
税
率
10
％
へ
の
増
税

を
行
わ
な
い
よ
う
強
く
要
望
す
る

も
の

１
．
消
費
税
率
10
％
へ
の
増
税
を

行
わ
な
い
こ
と
。

▽
原
案
可
決

所 管 事 務 調 査 報 告
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議
案
第
８
号

庄
原
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

庄
原
市
の
森
づ
く
り
及
び
森
林

経
営
管
理
制
度
の
円
滑
な
推
進
を

目
的
と
し
、
新
た
に
設
置
す
る
庄

原
市
森
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
報

酬
額
を
定
め
る
た
め
所
要
の
改
正

を
行
お
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

企
画
建
設
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

予
算
で
は
月
４
日
程
度
の
活
動

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
程
度
で
こ

な
せ
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
、

年
間
を
通
じ
て
業
務
が
集
中
す
る

時
期
と
そ
う
で
は
な
い
時
期
も
あ

る
と
想
定
し
て
い
る
。
週
に
何
回
と

か
で
固
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

業
務
が
間
に
合
わ
な
い
様
な
事
が

発
生
し
た
場
合
は
、
補
正
予
算
等

で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
答

弁
が
あ
っ
た
。

▽
原
案
可
決

議
案
第
11
号

庄
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
伴

い
、
広
島
県
へ
納
付
す
る
国
保
事

業
費
納
付
金
に
必
要
な
税
収
を
確

保
す
る
た
め
保
険
税
率
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

庄
原
市
独
自
で
の
緩
和
措
置
に

つ
い
て
は
、
現
行
で
は
、
低
所
得
者

に
対
す
る
７
割
、
５
割
、
２
割
の

軽
減
措
置
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中

で
は
子
ど
も
の
有
無
等
に
つ
い
て
は

考
慮
さ
れ
な
い
事
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
６
年
後
の
ゴ
ー
ル
に
向
け
て

の
調
整
が
前
提
で
あ
り
、
現
行
の

制
度
に
お
い
て
は
考
え
に
く
い
。

　

資
産
割
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
も

と
も
と
国
保
制
度
が
始
ま
っ
た
際

に
、
農
村
部
も
含
め
た
所
得
の
低

い
所
で
も
一
定
の
税
収
が
確
保
出
来

る
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
に
、
収

入
の
み
で
は
な
く
資
産
に
つ
い
て
も

課
税
の
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

昨
今
は一
見
二
重
課
税
の
よ
う
な
考

え
方
の
指
摘
や
、
所
得
は
０
で
あ
っ

て
も
年
間
高
額
な
国
保
税
額
が
掛

か
る
実
態
も
あ
り
、
負
担
軽
減
と

い
う
観
点
か
ら
も
資
産
割
の
廃
止

と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
庄
原
市
外

に
土
地
や
家
屋
を
持
っ
て
お
ら
れ
る

方
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
事
の
不

公
平
解
消
の
意
味
も
あ
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

▽
原
案
可
決

議
案
第
12
号

庄
原
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条

例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

庄
原
市
立
西
城
保
育
所
の
移
転

改
築
に
伴
い
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
お
う
と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

指
定
管
理
に
よ
り
保
育
士
が
増

員
さ
れ
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
、
保
育

の
質
の
低
下
に
繋
が
る
の
で
は
と
の

質
問
で
は
、
指
定
管
理
者
制
度
に

お
け
る
人
件
費
の
算
定
は
、
民
間

の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
適
正
な
単

価
と
い
う
判
断
の
も
と
に
行
っ
て
い

る
。
保
育
の
質
が
下
が
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
し
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

▽
原
案
可
決

議
案
第
19
号

庄
原
市
奨
学
金
支
給
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

　

国
や
県
の
新
し
い
給
付
制
度
の

も
と
、
対
象
で
あ
る
高
校
生
に
対

す
る
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
奨
学
金
支
給
の
原

資
と
し
て
い
た
庄
原
市
奨
学
金
基

金
の
残
額
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
庄
原
市
奨
学
金
支
給
制
度
を

廃
止
し
、
条
例
の
廃
止
を
行
お
う

と
す
る
も
の

【
付
託
先
】

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

条
例
を
廃
止
し
て
も
、
現
在
こ

の
制
度
を
活
用
し
て
奨
学
金
を
受

給
し
て
い
る
場
合
に
は
、
制
度
が
規

定
す
る
残
存
期
間
終
了
ま
で
は
奨

学
金
受
給
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を

附
則
で
規
定
し
、
さ
ら
に
、
庄
原

市
奨
学
金
基
金
条
例
も
こ
れ
を
継

続
す
る
た
め
の
行
政
事
情
が
消
滅

し
た
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を
廃
止
す
る

こ
と
、
奨
学
金
支
給
制
度
で
利
用

し
て
い
た
庄
原
市
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

つ
い
て
も
同
様
の
事
情
に
よ
り
、「
庄

原
市
個
人
番
号
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
」
の
中

か
ら
、
関
係
部
分
の
削
除
も
同
時

に
実
施
す
る
と
説
明
を
受
け
た
。

▽
原
案
可
決

議
案
第
20
号

庄
原
市
高
等
学
校
存
続
対
策
奨

学
金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

庄
原
市
奨
学
金
制
度
の
見
直
し

を
行
う
中
で
、
７
年
間
利
用
実
績

が
な
い
庄
原
市
高
等
学
校
存
続
対

策
奨
学
金
貸
付
制
度
を
廃
止
し
、

制
度
が
よ
り
充
実
し
て
い
る
庄
原

市
奨
学
金
貸
付
制
度
に
一
本
化
す

る
た
め
、
条
例
を
廃
止
し
よ
う
と

す
る
も
の

㎢
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２
月
21
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

平
成
31
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
・
公
営
企
業
会
計
予
算
案
が
上

程
さ
れ
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
。

　

同
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
効

率
的
な
審
査
を
行
う
た
め
設
置
し

た
３
つ
の
分
科
会
で
審
査
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
各
分
科
会
は
３
日

間
審
査
を
行
い
、
３
月
13
日
の
委

員
会
で
分
科
会
主
査
報
告
、質
疑
、

採
決
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

総
務
分
科
会
で
は
、「
持
続
可

能
な
財
政
運
営
プ
ラ
ン
」、「
指
定

管
理
者
制
度
の
積
算
」、「
第
２
期

地
域
情
報
化
計
画
策
定
」、「
効

果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営（
Ｒ

Ｐ
Ａ
試
行
導
入
事
業
）」
の
４
項
目

を
重
点
的
に
審
査
さ
れ
た
。
ま
と

め
と
し
て
、（
１
）
一
定
の
整
備
が
完

了
し
た
「
超
高
速
情
報
通
信
網
」

に
つ
い
て
、
よ
り
広
く
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
全
庁
的
に
積
極
的
な
検

討
を
進
め
、
具
体
化
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
、（
２
）「
庄
原
市
に
お
け

る
公
契
約
の
基
本
を
定
め
る
条

例
」
の
新
年
度
か
ら
の
施
行
に
あ

た
り
、
条
例
の
精
神
を
遵
守
し
た

取
り
組
み
を
期
待
す
る
こ
と
、（
３
）

「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
、
議
会

と
し
て
も
十
分
学
習
し
て
注
視
し
て

い
き
た
い
が
、
市
の
業
務
量
の
増
加

と
実
質
職
員
数
の
減
少
の
中
で
、

働
き
方
改
革
が
机
上
の
空
論
に
な

ら
な
い
よ
う
求
め
る
こ
と
、
以
上
の

３
点
を
特
に
指
摘
さ
れ
た
。

　

教
育
民
生
分
科
会
で
は
、
重
点

審
査
項
目
と
し
て
、「
市
民
タ
ク
シ
ー

事
業
費
補
助
金
」、「
地
域
防
災

体
制
の
強
化
」、「
西
城
保
育
所
改

築
事
業
」、「
図
書
館
の
管
理
運
営
・

整
備
」
の
４
項
目
を
審
査
さ
れ
た
。

市
民
生
活
の
福
祉
の
増
進
と
い
う

地
方
自
治
の
充
実
に
と
り
わ
け
密

接
な
領
域
で
も
あ
り
、
予
算
案
に

は
、
執
行
者
の
決
意
も
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
本
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
を
制
定
し
て
い
る
が
、
少

子
高
齢
化
社
会
で
の
現
実
の
中
で
、

ま
ち
づ
く
り
に
苦
闘
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
で
、
豊
か
な
人
生
を
送
る

た
め
に
は
、
自
立
し
た
健
康
づ
く

り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

他
人
ご
と
と
し
て
で
は
な
く
、
市

民
一
人
一
人
の
自
覚
が
非
常
に
大
切

な
時
代
と
な
っ
て
い
る
認
識
が
必
要

で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

企
画
建
設
分
科
会
で
は
、
重
点

審
査
項
目
と
し
て
、「
自
治
振
興

区
の
運
営
支
援
事
業
」、「
森
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置
」、「
庄
原

版
D
M
O
設
立
支
援
事
業
」、「
国

営
備
北
丘
陵
公
園
北
入
口
エ
リ
ア

社
会
実
験
事
業
」、「
新
た
な
街
道

づ
く
り
推
進
事
業
」、「
定
住
促
進

事
業
（
住
宅
整
備
ニ
ー
ズ
調
査
な

ど
）」
の
６
項
目
を
審
査
さ
れ
た
。

ま
と
め
と
し
て
、
以
下
の
２
点
を
強

調
さ
れ
た
。
新
年
度
最
優
先
の
災

害
復
旧
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
、
安
心
・
安
全
な
市
民
生
活
を

取
り
戻
す
こ
と
を
最
優
先
に
行
う

た
め
、
変
動
す
る
実
態
を
的
確
に

と
ら
え
、
市
民
と
の
対
話
を
も
っ
て

事
業
を
進
め
ら
れ
た
い
。
官
民
連

携
の
オ
ー
ル
庄
原
の
人
口
減
少
対

策
は
、
本
庁
・
支
所
、
各
課
の
連

携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
全
て
の
職

員
が
取
り
組
む
覚
悟
の
醸
成
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　

以
上
の
主
査
報
告
に
対
す
る
質

疑
は
、
防
災
行
政
無
線
の
終
了
時

期
の
確
認
と
防
災
無
線
の
屋
外
子

局
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
問
う
一

件
の
み
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

議
案
第
42
号
平
成
31
年
度
庄

原
市
一
般
会
計
予
算
か
ら
議
案
第

58
号
平
成
31
年
度
庄
原
市
比
和

財
産
区
特
別
会
計
予
算
ま
で
、
17

議
案
が
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　

新
年
度
の
予
算
編
成
は
、
普
通

交
付
税
の
大
幅
減
な
ど一
般
財
源
の

大
幅
減
と
い
う
厳
し
い
財
政
環
境

の
中
で
、
昨
年
７
月
豪
雨
災
害
復

旧
を
最
優
先
に
し
た
こ
と
に
大
き

な
特
徴
が
あ
る
。
普
通
交
付
税
の

引
き
続
く
減
少
、
平
成
30
年
度
災

害
復
旧
事
業
に
よ
る
財
政
調
整
基

金
の
大
幅
な
取
り
崩
し
な
ど
に
よ

り
、
財
政
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
件
費
や
補
助

費
等
の
準
義
務
的
経
費
の
大
幅
な

削
減
な
ど
財
政
構
造
の
見
直
し
は
、

い
よ
い
よ
避
け
て
通
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
の
際
、
各
予
算
審
査
分
科
会
で

の
意
見
も
よ
く
考
慮
さ
れ
、
市
長

が
施
政
方
針
で
表
明
さ
れ
た
「
総

合
的
な
施
策
を
展
開
し
住
民
福
祉

の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
暮

ら
し
の
安
全
の
確
保
と
不
安
の
解

消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
の
姿

勢
を
貫
い
て
、
こ
の
困
難
な
課
題

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

所 管 事 務 調 査 報 告

委

員
長

報

告
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本
年
度
、Ｒ
Ｐ
Ａ
試
行
導
入
事

業
が
効
果
的
･
効
率
的
な
行
財
政

運
営
の
特
徴
的
な
も
の
だ
が
、
そ

れ
以
外
の
部
分
で
は
、
ど
の
よ
う

な
検
討
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

人
事
異
動
通
知
書
や
給
与
明

細
な
ど
の
電
子
化
を
図
り
、
業
務

の
効
率
化
を
図
る
ほ
か
、
本
庁
・

支
所
の
業
務
分
担
の
見
直
し
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
プ
ラ

ン
で
掲
げ
た
補
助
費
の
目
標
額
と

当
初
予
算
の
取
り
組
み
効
果
額
に
、

か
な
り
の
差
が
出
て
き
て
い
る
原
因

は
何
か
。

　
　

バ
ス
の
運
行
に
対
す
る
補
助
金

が
主
な
も
の
で
、
赤
字
補
て
ん
的
な

要
素
を
含
む
補
助
金
で
利
用
率
に

よ
っ
て
も
収
益
が
伸
び
な
い
部
分
も

あ
る
。
こ
の
ま
ま
プ
ラ
ン
に
計
上
し

て
お
く
こ
と
が
適
切
か
否
か
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

前
年
度
と
比
較
し
指
定
管
理

料
の
増
減
額
の
要
因
で
特
徴
的
な

も
の
は
何
か
。

　
　

関
係
部
署
で
当
該
施
設
の
必

要
経
費
の
直
近
３
年
間
の
実
績
や

見
積
等
も
踏
ま
え
、
指
定
管
理
料

の
積
算
を
し
て
お
り
、
毎
年
度
、

各
指
定
管
理
者
が
消
耗
品
費
、
光

熱
水
費
な
ど
の
経
費
削
減
に
取
り

組
む
中
で
減
額
が
出
て
い
る
。
保
育

施
設
も
指
定
管
理
の
７
保
育
所
で
、

入
所
児
童
の
減
少
な
ど
に
よ
り
対

前
年
比
で
約
３
千
３
百
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

第
２
期
地
域
情
報
化
計
画
策

定
委
託
料
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　

市
内
全
域
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

の
整
備
が
本
年
度
で
終
わ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
を
見
据
え
活
用
方
法
に

つ
い
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
意
見
を

も
ら
い
、
あ
わ
せ
て
具
体
的
な
実
施

事
業
等
の
提
案
も
で
き
る
よ
う
に
専

門
の
コ
ン
サ
ル
業
者
へ
委
託
す
る
。

　
　
「
新
た
な
国
際
平
和
･
友
好

交
流
調
査
経
費
」
に
つ
い
て
、
昨

年
度
は
、
総
務
課
の
所
管
で
審
査

を
し
た
が
、
新
年
度
で
は
削
除
さ

れ
て
い
る
。
何
か
意
図
が
あ
る
の
か
。

　
　

中
国
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
保
護

研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
覚
書
に
つ
い
て
、

返
答
を
待
っ
て
い
る
状
況
が
続
い
て

お
り
、
締
結
が
厳
し
い
と
判
断
し
た
。

新
年
度
は
、
既
に
友
好
関
係
に
あ

る
綿
陽
市
と
の
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交

流
を
進
め
る
た
め
、
企
画
課
の
所

管
で
新
た
に
70
万
円
の
補
助
金
を

組
ん
で
お
り
、
総
務
課
で
は
計
上
し

て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　

　
　
「
学
校
給
食
管
理
事
業
で
は
、

委
託
料
の
抑
制
に
よ
り
6
1
0
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
給
食

の
質
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

　
　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
プ
ラ

ン
に
基
づ
く
市
全
体
の
取
り
組
み
と

し
て
の
減
額
で
あ
る
。
委
託
先
の
経

営
の
中
で
工
夫
や
改
善
を
お
願
い
し

て
お
り
、
質
の
低
下
を
招
く
も
の
で

は
な
い
。
給
食
は
栄
養
士
の
工
夫
に

よ
り
食
材
費
が
限
ら
れ
て
い
る
中

で
、
安
全
安
心
な
食
材
で
栄
養
が

整
う
メ
ニュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

市
民
タ
ク
シ
ー
運
行
補
助
事

業
に
つ
い
て
、
乗
車
の
条
件
が
、
利

用
し
づ
ら
く
、
タ
ク
シ
ー
券
を
配

付
す
る
形
は
と
れ
な
い
か
。

　
　

県
の
補
助
事
業
の
対
象
と
す

る
た
め
に
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
と
い
う

形
に
な
っ
て
い
る
。
免
許
証
を
持
っ
て

お
ら
れ
な
い
方
と
か
を
考
え
れ
ば
対

象
者
が
非
常
に
多
く
、
線
引
き
も

難
し
く
、
経
費
の
面
に
お
い
て
も
億

単
位
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

費
用
と
の
関
係
に
お
い
て
難
し
い
面

が
あ
る
の
で
研
究
中
で
あ
る
。

　
　

防
災
専
門
員
の
配
置
（
新
規
）

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
の
配
置
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

日
本
防
災
機
構
に
よ
る
防
災

士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
方
を
庄
原

市
嘱
託
員
と
し
て
危
機
管
理
課
へ
の

配
置
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
住
民

に
対
し
て
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
が
危
険
区
域
内
に
あ
る

の
か
安
全
な
場
所
な
の
か
も
含
め
、

地
元
を
歩
い
て
の
説
明
を
主
に
尽
力

し
て
も
ら
う
と
い
う
思
い
も
あ
る
。

　
　

防
災
対
策
事
業
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
（
新
規
）
は
ど
の
よ
う

な
形
式
に
な
る
の
か
。

　
　

基
本
的
に
は
冊
子
と
し
、
住

宅
地
図
の
中
に
土
砂
災
害
警
戒
区

域
と
か
洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
記

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
家
の

危
険
度
を
分
か
り
易
く
表
記
し
て
い

く
も
の
と
し
、
全
地
域
に
計
画
的
に

進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　

　
　

定
住
促
進
に
つ
な
が
る
住
宅

整
備
ニ
ー
ズ
調
査
は
ど
の
地
域
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　

庄
原
、
東
城
地
域
以
外
を
調

査
対
象
と
想
定
し
て
い
る
。
今
年
度

前
半
で
集
計
し
、
整
備
手
法
等
も

同
時
に
検
討
す
る
。

　
　

自
治
振
興
会
館
の
地
元
移
管

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

該
当
す
る
支
所
に
お
い
て
、
自

治
会
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
指
定

管
理
期
間
が
満
了
を
迎
え
る
来
年

度
ま
で
に
は
結
論
が
出
せ
る
よ
う
に

取
り
組
む
。

　
　

新
た
な
街
道
づ
く
り
推
進
事

業
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
で
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

尾
道
か
ら
世
羅
町
、
神
石
高

原
町
を
通
っ
て
東
城
ま
で
を
街
道
と

し
て
結
び
、
広
域
的
な
連
携
が
図

れ
な
い
か
協
議
を
進
め
、
最
終
的
に

は
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
と
結
べ
る
よ

う
な
形
に
し
た
い
。
今
年
２
月
に
は
、

各
首
長
に
対
し
て
趣
旨
を
説
明
し

合
意
を
得
て
い
る
。

　
　

森
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
仕

事
内
容
は
ど
う
いっ
た
も
の
か
。

　
　

優
良
な
材
木
を
育
て
高
価
で

取
引
す
る
仕
組
み
づ
く
り
や
災
害

に
強
い
森
づ
く
り
等
、
専
門
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、
山
元
へ
の
利
益

循
環
に
つ
な
が
る
森
づ
く
り
や
森
林

保
全
を
担
っ
て
も
ら
う
。

　

こ
の
度
、
副
議
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
議

長
を
補
佐
し
、
議
会
の
権
能
が
十

分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
任
務
を
果
た

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

執
行
者
と
議
会
は
、
二
元
代
表

制
の
も
と
で
車
の
両
輪
で
す
。
住
民

福
祉
の
増
進
と
い
う
自
治
体
の
責
務

を
果
た
す
た
め
、
執
行
者
と
議
会
が

常
に
良
い
緊
張
関
係
を
も
ち
市
政

運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
議
長
を

補
佐
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
様
な
市
の
課
題
の
解
決
の
た

め
、
執
行
者
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
長
の
提
案
に
つ

い
て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
や
議

会
基
本
条
例
の
精
神
に
基
づ
き
慎
重

に
議
論
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
託

に
応
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
会
に

与
え
ら
れ
た
権
限
と
権
能
を
最
大

限
に
生
か
す
こ
と
が
、
最
大
の
議
会

改
革
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
考
え
を

生
か
す
、
民
主
的
で
公
平
な
議
会

運
営
と
な
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
務

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
期
、
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
０

５
年
に
庄
原
市
政
が
施
行
さ
れ
、

早
く
も
14
年
が
経
過
を
い
た
し
ま
し

た
。
合
併
前
か
ら
の
大
き
な
課
題
で

あ
っ
た
人
口
減
少
に
と
も
な
う
地
域

経
済
の
後
退
は
歯
止
め
が
利
か
ず
、

新
た
な
課
題
を
引
き
起
こ
し
て
お

り
、
市
民
生
活
へ
も
大
き
な
影
を

落
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
最

大
の
合
理
化
と
も
い
え
る
広
域
合
併

を
行
い
、
団
体
自
治
機
能
維
持
を

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
日
に
至
り
、

さ
ら
な
る
課
題
の
深
化
す
る
な
か
、

今
ま
で
当
た
り
ま
え
と
し
て
計
上
し

て
き
た
施
策
の
見
直
し
等
も
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
予
測
を
さ
れ

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
実
態
を
ふ
ま
え
た
判
断
を

こ
れ
か
ら
多
く
議
会
で
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
本
市
に
お
け
る
議
決
機

関
の
責
務
を
全
う
す
べ
く
、
議
員
一

人
ひ
と
り
の
価
値
観
を
十
分
に
発

揮
し
、
言
論
の
府
と
し
て
さ
ら
な
る

成
長
を
め
ざ
し
て
頑
張
る
決
意
を

申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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【
所
管
】
総
務
部
、
会
計
課
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
事

務
局
、
公
平
委
員
会
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
お
よ
び
議
会

事
務
局
の
所
管
に
属
す
る
事
項
な

ら
び
に
他
の
常
任
委
員
会
に
属
さ

な
い
事
項
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３
月
定
例
会
初
日
の
２
月
21
日

に
上
程
さ
れ
た
、
平
成
31
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業

会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
案
（
合
計

17
議
案
）は
、議
長
を
除
く
議
員
全

員
で
構
成
す
る
予
算
決
算
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
各
常
任
委
員

会
所
管
に
よ
る
３
つ
の
分
科
会
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
の
審
査
の
後
、３
月
13

日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
決
算
常
任

委
員
会
に
お
い
て
主
査
報
告
が
行

わ
れ
、採
決
の
結
果
、新
年
度
予
算

案
は
全
17
議
案
が
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。定
例
会
最
終

日
の
３
月
19
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員

長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
一

般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
、
公
営

企
業
会
計
予
算
は
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
は
一
般

会
計
予
算
３
０
２
億
５
４
９
６
万
４

千
円
を
含
む
全
17
会
計
、
４
６
６

億
１
９
０
７
万
８
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

当
初
予
算
案
を
可
決

３月

平
成
31
年
度

会　　計　　名 予　算　額 前年度予算対比
一般会計

企業
会計

住宅資金
歯科診療所
休日診療センター
国民健康保険
国民健康保険（直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険
介護保険サービス事業
公共下水道事業
農業集落排水事業
浄化槽整備事業
工業団地造成事業
宅地造成事業
比和財産区
水道事業
病院事業

302億5,496万円
388万円
2,243万円
1,261万円

40億5,294万円
8,551万円

6億6,410万円
62億9,760万円

5,657万円
11億6,184万円
3億6,885万円
2億7,239万円

10万円
199万円
380万円

18億6,191万円
14億9,759万円

＋1.3％
▲13.2％
▲12.6％
＋1.2％
▲6.3％
＋3.1％
＋1.0％
＋1.7％
▲4.9％
＋9.8％
▲11.4％
＋11.8％
▲99.7％
0.0％

＋40.4％
▲11.4％
＋6.6％

特　

別　

会　

計

※金額は万円未満を四捨五入しています。

民生費
78億7,452万円
（26.0％）

民生費
78億7,452万円
（26.0％）

地方交付税
130億4,106万円
（43.1％）

公債費
40億2,902万円
（13.3％）

公債費
40億2,902万円
（13.3％）

総務費
35億2,663万円
（11.7％）

総務費
35億2,663万円
（11.7％）

土木費
25億127万円
（8.3％）

土木費
25億127万円
（8.3％）

衛生費
27億8,533万円
（9.2％）

衛生費
27億8,533万円
（9.2％）

災害復旧費
29億9,537万円
（9.9％）

災害復旧費
29億9,537万円
（9.9％）

農林水産業費
23億3,815万円
（7.7％）

農林水産業費
23億3,815万円
（7.7％）

教育費
18億3,825万円
（6.1％）

教育費
18億3,825万円
（6.1％）

議会費
2億840万円
（0.7％）

議会費
2億840万円
（0.7％） 諸支出金など

4億3,720万円
（1.4％）

諸支出金など
4億3,720万円
（1.4％）

消防費
11億1,420万円（3.7％）

消防費
11億1,420万円（3.7％）

国・県支出金
60億2,037万円
（19.9％）

市債
39億5,728万円
（13.1％）

市税
37億7,102万円
（12.5％）

市税
37億7,102万円
（12.5％）

譲与税など
14億2,522万円
（4.7％）

,
諸収入など

20億4,003万円
（6.7％）

商工費
6億664万円
（2.0％）

商工費
6億664万円
（2.0％）

定 例 会

※金額は万円未満を四捨五入しています。
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検索庄原市議会  中継
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初日

　

し
ょ
う
ば
ら
市
議
会
だ
よ
り
号
外
（
発
行
：
平
成
31
年
３

月
20
日
）
２
ペ
ー
ジ
の
広
島
へ
の
原
爆
投
下
後
に
陸
軍
病
院

分
院
が
設
置
さ
れ
た
記
事
中
の「
陸
軍
病
院
分
院
」は
、「
庄
原

分
院
山
内
病
棟
」の
こ
と
で
す
。


